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三 次

１．問題に答える時間は３０分です。

２．問題は １ ～ ３ まであります。

３．答はすべて、「解答用紙」に記入しなさい。

４．「解答用紙」は中にはさんであります。
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問題は次のページから始まります。
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１ 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

問１ 下の＜表１＞は各都道府県の稲の収穫量、肉用牛の飼養頭数、豚の
し よう

飼養頭数、牛乳（生乳）の生産量を示したものです。また、＜表２＞
し よう

は＜表１＞のＡ～Ｉの都道府県で生産される野菜やくだものの生産量

が日本一となっている品名です。なお、＜文１＞は都道府県の特色を

説明したものですが、ＡとＤを説明した文は除いています。＜表１＞、

＜表２＞、＜文１＞を参考にしてＡ～Ｉにあてはまる都道府県名を漢

字で正しく書きなさい。

＜表１＞

稲 肉用牛 豚 牛乳

１位 Ａ Ａ Ｃ Ａ

２位 新潟県 Ｃ Ｄ Ｇ

３位 秋田県 Ｄ Ｈ Ｉ

４位 Ｂ Ｅ Ｂ Ｈ

５位 山形県 Ｆ Ｉ Ｅ

６位 宮城県 Ｇ Ａ Ｆ

＜表２＞

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

ジャガイモ ピーマン さつまいも キュウリ すいか 畑わさび いちご ほうれん草 キャベツ

総務省「第63回 日本統計年鑑 平成26年」にもとづいて作成。

＜文１＞

Ｂ 鹿島臨海工業地帯がある。

Ｃ 日本有数の火山島である桜島がある。

Ｅ カルデア地形で有名な阿蘇カルデアがある。

Ｆ 面積が北海道に次いで広い県である。

Ｇ 伝統的な産業では益子焼が有名である。

Ｈ 太平洋ベルト地帯にあり、大規模な製鉄所や石油コンビナートがある。

Ｉ 世界遺産に登録された富岡製糸工場と絹産業遺産群がある。
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問２ 次の文章は、稲の生産量の多い新潟県、秋田県、山形県、宮城県に

ついて述べたものです。それぞれの県にふさわしい文章の記号を記し

なさい。

ア．気仙沼、石巻、塩釜などのすぐれた漁港があり、漁業が盛んである。

イ．冬に北西の季節風が山脈にあたって、冬に降水量が多い。

ウ．サクランボの生産量が日本一で、将棋の駒で有名な天童市がある。

エ．男鹿半島にある八郎潟は干拓が行われ、大潟村となった。
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２ 次の資料を見て、あとの問いに答えなさい。

Ａ． Ｂ．

Ｃ． Ｄ．

Ｅ． Ｆ．

問１ 図版Ａについて、当時の執権と攻めてきた外国の皇帝の名前をそれ

ぞれ答えなさい。

問２ 図版Ｂの金印には「 漢 委奴国王」と彫られています。当時の王が中
かんのわのなのこくおう

国へ使者を送り、貢ぎ物をすることで、称号や贈り物を得ていたのは

なぜですか。次の説明文の空らんに適切な語句を入れ答えなさい。

大陸の（ あ＝８文字程度 ）を手に入れることで有利な立場に立ち、

（ い＝５文字程度 ）よりも立場を高めようとして、中国に使いを

送ったのである。
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問３ 図版Ｃは、ある戦争について風刺したものです。図中のあ～えはど
ふう し

この国を表していますか。記号で答えなさい。

ア．朝鮮 イ．ドイツ ウ．清 エ．イギリス

オ．日本 カ．明 キ．ロシア ク．アメリカ

問４ 図版Ｄについて、次の各問いに漢字で正しく答えなさい。

ⅰ）この人物が日本に二度目に訪れた際に、結んだ条約は何ですか。

ⅱ）ⅰの条約で開港した港のうち、領事が滞在した港はどこですか。

問５ 図版Ｅの条約調印により、日本は正式に独立を果たしました。この

条約名は何ですか。

問６ 図版Ｆについて、次の各問いに答えなさい。

ⅰ）どこの国の人物ですか。国名を答えなさい。

ⅱ）来日した場所は現在の都道府県名ではどこですか。漢字で正しく答

えなさい。

問７ 図版Ａ～Ｅについて、次の各問いに答えなさい。

ⅰ）いつ頃の出来事か、時代名を漢字で正しく答えなさい。

ⅱ）次のア～シの出来事のうち、図版Ａ～Ｅと同時代のものを二つずつ

選び記号で答えなさい。

ア．大坂の陣により豊臣家が滅亡する。

イ．後鳥羽上皇により承久の乱が起こる。

ウ．大日本帝国憲法の発布。

エ．男子普通選挙法の制定。

オ．東京オリンピック開催。
かいさい

カ．青銅器・鉄器の使用開始。

キ．東大寺の南大門に金剛力士像がつくられる。
こんごうりき し ぞう

ク．吉野ヶ里遺跡など濠がある集落が形成される。
ほり

ケ．寺子屋で庶民教育が一般化する。

コ．満州事変により国際的に孤立する。

サ．ポーツマス条約を結ぶ。

シ．後醍醐天皇による建武の新政。
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３ 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

第二次世界大戦の敗戦によって（ ① ）を受諾し、連合国に無条件降
じゆだく

伏をした日本は、大日本帝国憲法に代わる新たな憲法をつくる必要に迫ら

れました。ＧＨＱの指導により、日本の民間の研究者の案などをもとに作

成された日本国憲法は、《 a 》年５月３日に施行されました。この憲法

の３つの柱は、（ ② ）に主権があること、基本的人権を保障すること、

そして平和主義です。憲法の第９条では、戦争放棄・戦力不保持・交戦権

否認がうたわれて、日本は二度と戦争を行わないことを宣言しました。

ところが、1949年に日本の近くに世界第４位の面積を誇る（ ③ ）が

社会主義国として建国されます。その翌年には日本の隣国で（ ④ ）戦

争が起こり、アジアでも（ア）冷戦が激しくなりました。日本もこの冷戦

を背景として、国際社会の中でどのような地位を占めることを目指すのか

について、再び考えていくことになります。この戦争の際、日本では国内

の治安を守るという目的で、警察予備隊がつくられました。

1951年に結ばれた日米安全保障条約により、日本はアメリカと親しい関

係を保つようになります。1952年、日本は独立を回復しますが、この時警

察予備隊は（ ⑤ ）に変わり、通常の警察以上の装備を持つようになり

ました。冷戦を背景として日本はアメリカの援助を受けますが、これによ

り、1954年に（ ⑤ ）は、「他国による侵略から国を守るための必要最

小限度の実力」とされる自衛隊へと姿を変え、さらに充実した装備を持つ

ようになりました。この時、参議院では自衛隊の海外出動禁止の決議がな

され、日本が戦争しないことに変わりはない、ということが確認されまし

た。

独立回復から《 b 》年後には（イ）沖縄が返還され、日本の《 c 》

番目の県となりました。

経済的には、（ ④ ）戦争の際の特需をきっかけに、日本は高度経済
とくじゆ

成長を遂げていき、1960年代後半には、アメリカに次いで世界第２位の経
と

済規模の国となりました。

1980年頃には日本はさらに経済を発展させ、経済大国と呼ばれるように

なりますが、他の先進国との経済摩擦に苦しむようになります。80年代後
ま さつ

半になると、（ウ）先進５カ国の経済担当大臣などによる話し合いの結果、

日本では一挙に円高が進み、いわゆるバブル景気が起こりました。
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同じ頃、世界では、東側の国々で民主化・自由化を求める声が高まって

いき、1989年11月、ドイツで冷戦の象徴と言われた（ ⑥ ）が崩壊しま

した。その翌月には、マルタ会談によってヨーロッパにおける冷戦の終結

が宣言され、世界は再びそのあり方を大きく変えていくことになります。

冷戦終結後、世界では、（エ）民族や宗教の対立が深まっていき、数多

くの紛争が起こりました。それまでの、国家対国家の戦争ではなく、民族

問題や宗教問題をきっかけに国内で敵味方に分かれて争うようになったの

です。戦争の質が大きく変わったのがこの頃でした。

冷戦終結は、日本にとっても大きな転機となりました。安全保障条約や

自衛隊のあり方がもう一度見直されるようになり、日本はその地位に見合

った国際貢献をすべきだという意見が、国内外から生まれてきました。

こうして1991年、湾岸戦争後に、閣議決定により自衛隊の船がペルシア

湾に派遣されました。その翌年、1992年に制定されたのが〔□□□〕協力

法です。国連の〔□□□〕に協力するために、戦争に参加しない形で自衛

隊を海外に送ることを法律で定めたのです。この法律によって、同じ年の

９月、日本は（オ）東南アジアのある国に自衛隊を派遣し、その後も数多

くの国に派遣しています。

《 d 》年９月11日にアメリカで起こった「同時多発テロ」をきっかけ

として、戦争の質はさらに変わります。国家対国家でもなく、国内での紛

争でもなく、国家対テロ組織という新たなかたちの戦いが生まれたことに、

世界の人々は衝撃を受けました。

同時多発テロ後に、アメリカはアフガニスタンでテロとの戦いを始め、

日本は新たな法律を定めてアフガニスタン近くのインド洋に自衛隊を派遣

しました。国連の平和維持活動ではなくアメリカへの協力のための派遣で

したが、この時も、戦争に参加することは許されていません。その後自衛

隊はイラクにも派遣されましたが、やはり戦争自体に関わることはありま

せんでした。

2014年、閣議決定により（カ）集団的自衛権の行使が容認されました。

この決定によって、これからの日本や自衛隊のあり方が大きく変わる可能

性があるということで、多くの人が賛成・反対をめぐって議論を繰り広げ

ています。

いずれにせよ、この問題が、これからの日本をになう私達ひとりひとり

が真剣に考えて行かなくてはならないものであることは確かです。
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問１ 文中の（ ① ）～（ ⑥ ）の空らんに、それぞれ適切なことば

を入れなさい。

問２ 文中の《 a 》～《 d 》の空らんに、あてはまる数字を下から

選び、それぞれ記号で答えなさい。

《a》 あ．1945 い．1946 う．1947

《b》 あ．5 い．10 う．15 え．20 お．25

《c》 あ．46 い．47 う．48 え．49

《d》 あ．1997 い．1999 う．2001

問３ 文中の下線部（ア）について、冷戦とは何ですか。以下の文の空ら

んにあてはまる国名を答えなさい。

「冷戦とは、（ ａ ）を中心とした西側の国々と、（ ｂ ）を

中心とした東側の国々との、直接的な戦争には至らない、冷たい対立

のことである。」

問４ 文中の下線部（イ）について、沖縄が返還された年に、日本は

（ ③ ）と国交を回復しました。国交を回復した時の日本の首相の

名前を書きなさい。

問５ 下線部（ウ）について、先進５カ国とはどこですか。日本とアメリ

カ以外の３カ国を全て答えなさい。

問６ 下線部（エ）について、東ヨーロッパのある国で大きな民族紛争が

起こり、ボスニア・ヘルツェゴビナ、クロアチアなど多くの国に分裂
ぶんれつ

し、もとの国はなくなってしまいました。この国とはどこですか。下

の語群の中から１つ選び答えなさい。

【ギリシア チェコ ブルガリア ユーゴスラビア トルコ】

問７ 文中の〔□□□〕の中に入れることばを下から選び、記号で答えな

さい。

ア.ＷＴＯ イ.ＰＫＯ ウ.ＰＬＯ エ.ＷＨＯ オ.ＯＤＡ



- 9 -

問８ 下線部（オ）について、〔□□□〕協力法によって日本が最初に自

衛隊を派遣した、東南アジアのある国とはどこですか。その国の名前

を答えなさい。

問９ 下線部（カ）について、集団的自衛権とはどのような権利ですか。

簡単に説明しなさい。


